
本堂までの石段はおよそ650段、距離にして500ｍくらいだそうで 

本堂に到着したときには息が切れてぐったりとしてしまいました。 

本堂の中には、本尊の薬師如来のほかにもたくさんの仏像が祀られていて、

かなり近寄って拝観することができ、いつもとは違う空間を堪能すること

ができました。今回のコースは健脚向きでしたが、およそ２万歩を19名 

全員元気で歩き通すことができました。 

山門はほんの始まり

で、さらに続く石段

をただひたすら登っ

ていきます。 

「きぬがさ山」の山すそを能登川から安土へ 

今年の夏は猛暑続きで、11月に入ってからも夏日を

記録するほどで木の葉の色づきも遅く感じました。 

市町の境目となるJRのトンネル上の小道を落葉を踏

みしめながら歩きました。 

桑實寺は、「きぬがさ

山」西側斜面の中腹に

あるお寺で石段のある

登り坂 参加者は竹の

杖を頼りに登りました。 

ＮＰＯ法人  

 能登川総合スポーツクラブ 

今回は、午前9時半 

猪子山公園駐車場をスタートし 

ＪＲの線路沿いに近江八幡市 

安土町にある桑實寺（くわのみ

でら）へと向かいました。 
 

重要文化財に指定されている本堂 

【お詫び】 

山門と本堂前で笑顔いっぱいの参加者全員の集合写真を撮りましたが、カメラ

の不具合で載せることができませんでした。お詫び申し上げます。 

石段をしばらく登ると山門がありました。 
そして本堂に到着 


